






要約 

今日新生児医療において最も問題となっているものは気管支肺異形成症(Bronchopulmonar

y Dysp-1asia;BPD)を中心とする慢性肺障害であり,この予防には新生児期初期の肺表面活

性物質の動態を知ることが極めて重要であるとされている。そこで本研究においては,出生

後の RDS 発症例の気道吸引液中の肺表面活性物質アポ蛋白の経時的変化を酵素免疫法(Enz

yme lmmunoassay;EIA)を用いて測定した。肺表面活性物質アポ蛋白は生後約 40-60 時間で

気道内に出現しはじめるが,人工肺表面活性物質の補充療法を受けた例においても同様の

動態が観察され,内因性の肺表面活性物質の産生や分泌に影響の無いことが示された。 


